
以上 

特記仕様書 

 

１．名称  

小動物用広領域・超高分解能マイクロCT  

 

２．機器構成 

超高分解能X線マイクロCTスキャナ 本体  1式 

制御・再構成・画像解析用ワークステーション（本体付属）  1式 

再構成・画像解析用ワークステーション（別室用）  1式 

再構成ソフトウェア・画像解析ソフトウェア  1式 

 

３．仕様および性能 

３－１．超高分解能 X線マイクロ CT スキャナ 本体 

(1) 卓上型の in vivo マイクロ CT装置であること。 

(2) エネルギーカットフィルターを備えること。 

(3) X 線検出器の総画素数は 10 メガピクセル以上であること。 

(4) 最小の画像再構成ピクセルサイズは、2.8μm 以下であること。 

(5) 再構成画像の最高空間分解能は、10％MTF にて 10.0μm以下であること。 

(6) Circular Scanning と Helical Scanning の 2 種以上のスキャンが可能であること。 

(7) 呼吸拍、心拍と同期した撮影が可能なこと。 

(8) BMD ファントム、小動物用麻酔装置、データ持ち運び用の HDD を含むこと。 

 

３－２．制御・再構成・画像解析用ワークステーション（本体付属）／再構成・画像解析用ワ

ークステーション（別室用）  

(1) CPU は１０コア以上のプロセッサーを２個以上有すること。 

(2) メインメモリは１２８GB以上の容量を有すること。 

(3) HDD は１２TB 以上の容量を有すること。 

(4) 画像再構成・解析用ワークステーションは本体用と研究室用の２台以上であるこ

と。 

(5) 画像データ保存用 NAS（ネットワーク HDD 32TB）を含むこと。 

 

３－３．再構成ソフトウェア・画像解析ソフトウェア  

(1) 再構成ソフトウェア・画像解析ソフトウェアは、使用者のパーソナルコンピューター

（OS：Windows 10）へ導入できるよう 10 ライセンス以上の提供が可能なこと。 

(2) リングアーチファクト、ビームハードニングの補正機能を有すること。 

(3) １スライス 8,000×8,000 ピクセル、1,600 スライスの再構成が２時間以内で行えるこ

と。 

(4) 3 次元立体画像の表示ならびに XYZ 軸投影像を同時表示する機能を有すること。 

(5) TIFF、BMP、JPG、DICOM フォーマットでの出力機能を有すること。 

(6) 2 次元／3次元での形態計測パラメータを算出する機能を有すること。 


